
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 美濃加茂市富加町中学校組合立双葉中学校  

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日） 

 

実 施 概 要 

 
① 恵那高校音楽部との合唱交流会 
・学級毎の合唱練習で高校生および恵那高音楽部顧問の指導を受ける。 
・恵那高校の合唱を聴く会 

② 交流会の様子を保護者等に公開し、学校の教育実践を見てもらう。 

 

 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ３２  人  
 

計    ３２  人 

地域関係者           ０  人  

 

実 施 状 況 

 
１ 本校の４本柱の一つである合唱の取り組みに対して、生徒の合唱
練習の様子や高校生と交流する姿を保護者等に公開することで、双
葉中学校の教育活動や生徒の取り組みの実態を見てもらった。  

 
２ 昨年同様に、県合唱コンクールで毎年上位入賞し、東海大会や全
国大会へ出場している恵那高校音楽部を招待し、「心を揺さぶる合
唱体験」と題して、高校生の合唱を全校で聴いた。質の高い文化に
直接触れることにより、１２月４日に行う本校合唱祭に向け、より
高い目標を目指した。 

 
３ 高校生や音楽部顧問の先生から直接指導を受けることにより、各
学級で取り組んでいる本校合唱祭に向けて、レベルアップを図った。 

  

 
 

成果及び課題 

 
本校の教育活動は、合唱、ＧＩ（ボランティア）、美化、挨拶の４本

柱で構成されている。例年、ふるさと教育期間に柱の１つの合唱につい
てより質の高い高校の音楽部と交流を持ち、文化交流を行う様子を保護
者や地域へ公開してきている。これを土曜日に実施し、保護者等が参加
しやすいよう案内を発送してきたが、来校者数はそれほど多くはない。
 また、１２月の上旬に、本校の合唱祭を実施することにしており、こ
ちらの方が、保護者の認識や関心が高いため、どうしても交流会の出席
者は少なくなってしまう。                    
 こうした現状を踏まえ、来年度からは、この期間に異なる内容の行事
や、来校しやすさを工夫する必要があると考える。 

 
  


